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会議記録簿 

会議名 飯綱町地域公共交通会議 
受託者  

作成者  

場所 飯綱町役場第一庁舎（２階）第一会議室 

日時 令和 7年 ４月 28日 10:00～ 

欠席者         1名 

 

1. 開会 

 

2. 挨拶 

峯村町長（会長） 

GWは交通渋滞がニュースになっているが、いよいよ路線バスについてこの 10月からしっか

り対応しなければならない状況になった。嬉しいことにバス事業者の皆様は大変だと思う

が、長野市と郊外を結ぶ路線は県知事が積極的に取り組むと、一緒にやりましょうと力強い

お言葉を頂戴している。勇気づけられた。 

今日はこの路線バスの関係について事業者の長野電鉄さんから今後の方向についてご提案

があると思う。よろしくお願いしたい。 

 

3. 協議事項 

（１）地域間幹線「牟礼線」の廃止について  資料 1-1,1-2,1-3 

（長電バス株式会社 大石委員から説明） 

 

（２）牟礼線廃止に伴う、代替交通手段について 

（事務局より説明） 

 

＜質疑応答＞ 

町長 

廃止に至る経過については何回か話して、都度関係者の出席をいただき、十分な説明してい

ただいたと認識している。特に新たな代替手段について、今日一定の承認をいただくと、今

後この運行についての入札事務を進めていくこととなる。この条件が今回ご説明した内容と

なる。ご意見を頂戴したい。先ほど言ったように今回の廃止には知事が関心を持ってくれて

いるので県の交通局の方からお話いただきたい。 

 

遠山委員（丸山（正）の代理）/長野県企画振興部交通政策局交通政策課 

長電バスについては既存の自主路線についても見直し、交通空白にも対応していただいてい

るところ。牟礼線の関係については、広域路線で複数市町村をまたぐ幹線的な路線の変更に

ついては県も積極的に関与し、新たな支援制度を考えている。実際の牟礼線の利用は、11人

以上の複数市町村をまたぐ利用が見られない状況。地域別部会でも利用状況を報告したが、

例えば飯綱駅を出発する朝７時のバスに飯綱町の中で乗った５～６名の方々は長野駅周辺

で降りる。どの便も市をまたぐ移動は少なかった。だからと言って代替手段が全くなくなっ
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てしまっていいのかというとそうではない。事務局から説明あったように、運行区間は一緒

だが、乗り換えしやすいように新たなバス停を設置する、北しなの線を利用するなど代替手

段でカバーできるのではないかと思っている。県でも品質保証というところでチェックして

いきたい。５月 19 日の週にチェックを行う分科会を予定している。代替手段が通学と通院

の品質保証できているかチェックしていきたいのでよろしくお願いしたい。 

 

町長 

長電バスの新たな代替手段について、若槻局前や若槻農協あたりは、東長野病院線は走って

いるということでよいか。 

 

大石委員/長電バス株式会社乗合バス 

運行経路は異なるが近くの若槻バイパスの方に本数多く走っているため、若槻地区について

は東長野病院線が代替手段としてカバーできると考えている。 

 

町長 

吉、田子、田中があった地域は牟礼線が通らないと空白になるのか。 

 

大石委員/長電バス株式会社乗合バス 

ご指摘のとおり。吉、田子は牟礼線しか走っていないので、今計画されている代替バスでカ

バーすると考えている。 

 

丸山（和）委員/区長会 

代替手段の関係で 16本から 11本にした根拠。また、長野市方面へ行くとプラス４００円に

なるのかなど料金について、もう少しお聞かせいただきたい。 

 

事務局 

現在の牟礼線の 16本は運転手２人体制と伺った記憶がある。代替路線の 11本は乗合タクシ

ーから運転手を１人派遣していただけるということで、運転手１人しか確保できないという

想定で 11 本にしている。品質運賃は距離制を取り入れておらず、町内は２００円だが、一

歩でも町内の外に出ると４００円の料金となる。 

 

丸山（和）委員/区長会 

現在ここから吉田周辺まで５００円くらいかかると思うので安くなる。 

 

町長 

現在の案のバス停は変更する可能性があるのか。 

 

事務局 

これから町民の意見聴取を行うため、要望に応じて変わる可能性はある。現在の案は既存の

プレゼンに沿って接続可能なところを提案しているだけなので、町民からより良い経路があ
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がってくればまた会議にかけていきたい。 

 

町長 

長野市と共同でやっていく事業で話し合いをしていかないといけない。例えば飯綱町だけの

ことを考え、長野市との境のバス停を過ぎたら旧道でなくバイパスで走ってほしいという要

望があった場合、吉、田子、田中辺りの方はバイパスまででなければならないのか。 

 

事務局 

新聞報道もあった通り、この地区は交通空白になってしまうので、そこを埋める案をこちら

としても示しているところである。長野市から乗合タクシーで埋めていかないかという提案

のもと現在の案のような経路になっている。 

 

町長 

乗合タクシーという形でのサービス提供となる。乗合タクシーは路線バスとは意味が違って

くるので、財政負担についてはまた相談しながら維持を図っていきたいと思っている。 

その他、何か問題がないかご意見を頂戴したい。 

 

小林委員/長野中央警察署 

乗合バスになった場合にバス停を配置する必要はなくなると思うが、バス停は撤去してしま

うのか。 

 

大石委員/長電バス株式会社乗合バス 

基本はバス停撤去だが、現在検討されている代替手段でバス停を使う可能性も指摘されてい

るため、引き続き代替手段のバス停として使われることになると思う。 

 

小林委員/長野中央警察署 

バス停としての機能がなくなると、要はバス停は駐停車禁止なので、危険なバス停の調査に

も関わってくる。乗合バスのバス停が必要かということも確認していっていただきたい。 

 

大石委員/長電バス株式会社乗合バス 

その点について、乗合タクシーも許可事業、乗り合い事業ということで運行するため資格的

には路線バスと同じになる。バス停も承継することを考えている。 

 

町長 

乗合タクシーの事業者である飯綱ハイヤーさんからもご意見を頂戴したい。 

 

松橋委員/有限会社飯綱ハイヤー 

今回の牟礼線の廃止の関係についても、相談があったうえで協力させていただいた。いま決

まっていることについては、承諾している。やってみないとわからない部分もあるので、そ

の時点で対応したい。 
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町長 

廃止に至る経過、代替交通手段について基本的な方向としての説明を申し上げた。バス停や

経路については一部変更があるかもしれないが、その点も含め、こういう方向でよいか賛同

いただけるということでよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

 

4. 閉会 

以上 

 


